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【公表日】平成19年8月16日(2007.8.16)
【年通号数】公開・登録公報2007-031
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月16日(2008.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像内の着色画素を形成するために、複数の着色インク量に加えて、印刷される保護イ
ンク量を決定して適用する方法であって：
　a)　該保護インク量と該着色インク量との合計が、該画像に十分な耐久性を提供するの
に必要な最小インク量以上であるように、該保護インク量を決定し；そして
　b)　該着色画像画素を形成するために、インクジェット・プリンターを使用して、該着
色インク量及び該保護インク量を適用する、
ことを含んで成る方法。
【請求項２】
　該保護インク量が、該着色インク量の合計でアドレスされたルックアップ・テーブルを
使用して決定される、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　該着色インク量の合計が閾値インク量T以下である画素において、該保護インク量と該
着色インク量との合計が閾値インク量T以下となるように、該保護インク量が決定される
、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　該着色インク量の合計が最小インク量M未満である画素において、該保護インク量と該
着色インク量との合計が該最小インク量Mに等しくなるように、該保護インク量が決定さ
れる、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　画像内の着色画素を形成するために、複数の着色インク量に加えて、印刷される保護イ
ンク量を決定する方法であって：
　a)　１つの画素のための着色インク量に応じて、該１つの画素のための着色インク量の
合計を決定し；
　b)　該１つの画素の着色インク量の合計及び着色インク量に応じて、該１つの画素のた
めの保護インク量を決定する、
ことを含んで成る方法。
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